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１ 研究目的 

大気中微小粒子（PM2.5）は欧米において人への健康影響が明らかにされ、既に環境基準が設定され

ている。わが国においても、長期にわたる曝露評価・疫学・毒性学研究成果として、PM2.5 の呼吸器系

や肺がん発症への悪影響が報告され、都市部・都市近郊における濃度レベルからも健康影響が懸念され

ており、2009年に環境基準が設定された。 

本研究の目的は、石油産業活性化センター、東京都、ならびに関東圏の地方環境研究所等と調査時期

を同期させて広域調査を行い、光化学スモッグ時の PM2.5の動的挙動ならびに二次生成機構について、

解析・検討することである。 
 

２ 研究方法 

観測は 2008/7/28～8/11 の 2 週間、各観測地点における観測プレハブにて行った。エアロゾルマスス

ペクトロメーター（AMS）観測は埼玉大学キャンパス内総合研究棟10階において行い、ベランダに設

置したインレット部には PM2.5用 cyclone を備え付け、粗大粒子を除去した後に、微小粒子をチャンバ

ーに導入した。吸引流速はローボリウムポンプを用いて全流量 10 Lpm とし、AMS に導入する流速は

2.4 cm3 s-1、SMPSに0.3 Lpmとなるよう調節した。また、アニュラー・デニューダー-フィルターパッ

ク（AD-FP）法によるガス状成分とPM2.5粒子の同時捕集は、観測プレハブに設置したグローバルサン

プラー（GS-10）により行った。GS-10は浦安、九段、埼玉大学、および騎西に設置した。AMSは10
分毎に、AD-FPは7/29の9:00を開始時刻とし3時間毎に1週間捕集を行った。また、PM2.5は石英繊

維フィルター（47 mm φ, Pallflex 2500QAT-UP）およびテフロンフィルター（47 mm φ）をそれぞれ

装着した2台のFRMサンブラーを用い、7/29の9:00を開始時刻とし24時間毎に1週間捕集を行った。 
 
３ 研究成果 

  本調査研究により得られた研究成果は以下のように要約される。 

・AMS による各成分濃度の経時変化から、夏季における支配的な成分は有機物と硫酸塩であり、8/3 の

日中から翌日の未明にかけて観測された硫酸塩濃度の顕著な上昇は、局地的な発生源の影響ではなく

広域的に光化学反応により硫酸塩粒子が生成していたものと考えられた（図 1）。 

・AD-FPによる粒子状硝酸塩とガス状硝酸の測定から、光化学反応により、日中顕著なガス状硝酸の生

成が確認され、粒子状硝酸塩は低濃度であった。AMSによる微小粒子の成分測定の結果もこれに合致

していた。 

・AD-FP によるカルボニル化合物のガス/粒子の正確な分別測定により、比較的分子量の小さいカルボニ

ル化合物が、二次生成有機粒子として PM2.5 にかなりの寄与をしていることが分かった。また、この

傾向はAMS 測定による有機エアロゾルのデコンボリューションによる酸化性有機粒子（OOA）の挙

動と一致していた。 

・AD-FP による有機酸のガス/粒子の正確な分別測定により、ガス/粒子分配に相対湿度や粒子中の水分

含有率が大きくかかわっていることを初めて明らかにした。また、AD-FP により測定された粒子状有

機酸の濃度変化と、AMS 測定による有機エアロゾルのデコンボリューションにより解析されたOOA

の挙動と極めて良く一致していた。 
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図1 AMSによる微小粒子成分の動的挙動 

・夏季の海風による汚染

気塊の移流調査におい

て、埼玉大学は地理的

に最も重要な調査ポイ

ントであることが再確

認され、本学の主体的

な夏季調査への参加に

より、広域気象場にお

ける極めて有益な調査

結果が得られた。 
以上のように、本調

査結果から光化学スモ

ッグ時の有機粒子の二次生成がPM2.5の組成に大きく寄与していることが分かった。 
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